
クリップ　上、下、カバー使用材
（いづれかを使用しています。）



製造者情報 会社名 三菱レイヨン株式会社
住所 〒108-8506東京都港区港南1-6-41（品川クリスタルスクエア）
担当部門 化成品・樹脂技術統括室　（担当者：井上雅勇）
電話番号 03-5495-3067
FAX番号 03-5495-3189

整理番号 ＡＬ-01

製品名（化学名、商品名） メタクリル樹脂板
アクリライト(R)Ｓ、アクリライト(R)Ｌ、アクリライト(R)MR、
アクリフィルター(R)NG、アクリフィルター(R)MR-NG

物質の特定 単一製品・混合物の区別 単一製品（化合物）
化学名 ポリメタクリル酸メチル／メタクリル酸メチル
成分及び含有量 98％以上／2％以下
構造式 （Ｃ5Ｈ8Ｏ2）x／Ｃ5Ｈ8Ｏ2
官報公示整理番号 （6）-1188／(2)-1036（化審法、安衛法）
CAS　NO. 9011-14-7／80-62-6
国連分類　及び国連番号 該当しない／1247

製品名（化学名・商品名） メタクリル樹脂板
アクリライト(R)Ｅ、アクリライト(R)EX

物質の特定 単一製品・混合物の区別 単一製品（化合物）
化学名 メタクリル酸メチル、アクリル酸エステル共重合体
成分及び含有量 90％以上／10％以下
構造式 （Ｃ5Ｈ8Ｏ2）x/（Ｃ4Ｈ6Ｏ2）y,（Ｃ7Ｈ12Ｏ2）z
官報公示整理番号 （6）-553（化審法、安衛法）
CAS　NO. 25852-37-3
国連分類　及び国連番号 該当しない

危険有害性の分類 分類基準に該当しない

応急措置

目に入った場合

飲み込んだ場合

火災時の措置

消火方法

消火剤 水、泡消火器、粉末消火器、炭酸ガス消火器
漏出時の措置 回収する。
取扱い及び保管上の注意 取扱い （1）持ち運ぶ時に、板の角や端面で手などを切らないよう注意する。

（2）板を摩擦したり保護紙を剥がす時、静電気が発生する可能性があるので静電気災害に注意する。
（3）加工時は、切粉が目に入ったり、吸い込んだりしない様に注意する。
（4）常温で引火のおそれはないが、可燃物なので、火気を近付けないようにする。

保管 熱、発火源から離れ、直射日光の当たらない場所で保管する。水漏れが無く、湿度の高くないところで保管する。

暴露防止措置 管理濃度 設定されていない。
設備対策 粉塵を発生する場合には、適切な局所排気装置が必要である。
保護具 大きな板を持ち運ぶ場合、滑り止め付きの保護手袋などを着用する。

粉塵の吸入を避けるため、防塵マスクを着用する。
粉塵が目に入るのを避けるため、保護メガネを着用する。

物理・化学的性質 外観等 板状
比重 1.19
発揮 なし
融点 明確な融点は存在しないが、約100℃以上の広い温度範囲で次第に軟化する。
溶解度 水に不溶

危険性情報（安全性・反応性）発火点 400℃以上
可燃性 可燃性物質であり、着火源があれば燃える。
熱分解性

安定性 常温常圧で安定です。
有害性情報 生体学的には不活性であり、生体への作用は通常ない。
環境影響情報 知見なし（生分解性はないと考えられる）
廃棄上の注意

AL-01
輸送上の注意 梱包体が破れないように、水漏れや乱暴な扱いをしない
適用法令 消防法　指定可燃物-合成樹脂類（3000kg以上）
その他（記載内容の問い合わせ先、引用文献等）

法及び地区の条例に従って、焼却又は埋立て処理する。焼却する場合は、焼却
設備を用いて、法令等に従って行う。ポリメチルメタクリレート燃焼エネル
ギー値：6265cal/kg

（注）上記の情報は現時点で入手できる資料、情報、データに基づいて作成されております
が、新しい知見により改訂されることがあります。また、注意事項は通常の取扱いを対象にし
たものであって、特殊な取扱いの場合は用途、用法に適した安全対策を実施の上ご使用くださ
い。

板の切粉が目に入った場合は、眼球を傷つけるおそれがある
ので、手でこすらずに清浄な水で洗い流す。異物が目に残る
ようであれば、眼科医の診断を受ける。

経口毒性は低いが、出来るだけ吐き出し、異常を感じるので
あれば医師の診断を受ける。

一般火災と同様の消火方法が有効である。なお、燃焼時には
有害なガス（一酸化炭素やメタクリル酸メチルなど）が発生
する場合もあるので、消火作業は風上から、あるいは空気呼
吸器を着用して行う。

約300℃以上に加熱されると、メチルメタクリレートモノ
マーが発生する。このガスの毒性は低いが、目や呼吸器官を
刺激し、めまい、吐き気、頭痛などの不快な症状を引き起こ
すことがある。

















プローブ・ソケット使用材
（プランジャー使用材料は、ベリリウム銅です。）





線材使用材







ソケットと線材接続部使用材







FRCコネクタ使用材
（FRCコネクタ付の場合）













支点ピン使用材







スプリング使用材
（20幅の 9極まで、30 幅の 3極まで、40 幅
　の 31 ～ 39 極までの場合に使用しています。）







スプリング使用材
（20幅の 9極まで、30 幅の 3極まで、40 幅の
31 ～ 39 極まで以外の場合に使用しています。）





梱包袋使用材
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化学物質安全性データシート（ＭＳＤＳ） 

①-１製造者情報 
 会 社  ：川上産業株式会社 

 本社所在地：〒４５３－０８１８ 名古屋市中村区千成通２－５０ 

 担当部門 ：〒４９０－１２１３ 愛知県海部郡美和町大字乙之子字百歩１５ 

 担 当 者 ：品質保証室 安竹伯吉 

        電話番号 ：０５２－４４５－８６３２ 

        ＦＡＸ番号：０５２－４４５－８６３３ 

整理番号 ＭＳＤＳ－９ 
   作成：１９９９年 ３月１８日  改訂：１９９９年 ７月 ５日 

   改訂：２０００年 ５月 ９日  改訂：２００３年１２月１０日 

   改訂：２００４年１１月 １日  改訂：２００５年 １月１７日 

   改訂：２００５年 ６月 １日  改訂：２００７年 ３月１３日 

   改訂：２００７年 ６月 ８日 
 

①-２製品名 「ピンクプチ」（気泡シート） 
 

②物質の特定 
   単一製品・混合物の区分：顔料及び合成樹脂の混合物 

化学名 ポリエチレン グリセリン脂肪酸エステル 

化学式 （Ｃ２Ｈ４）ｎ Ｃ２1Ｈ４2Ｏ４ 

官報公示整理番号 

［化審法・安衛法］ 
（６）―１ （２）―６６９ 

 ＣＡＳ Ｎｏ． ９００２―８８―４ １２３―９４―４ 

 

   危険有害成分の有無：ＲｏＨＳ指令６物質(Cd,Pb,Hg,Cr+6,PBB,PBDE) なし 
 

③危険有害性の分類 
化学名 ポリエチレン グリセリン脂肪酸エステル 

分類の名称 対象外 該当しない 

危険性 常温の取扱いでは特に危険性

はない。燃焼・熱分解に因り､

ＣＯ等の有害成分を発生する

ことがあるので注意する。 

現在のところ知見なし 

有害性  生理学的に不活性であり人体

への特別な毒作用は無い。 
現在のところ知見なし 
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④応急処置 
 目に入った場合  ：危険な物質ではないが、切り粉等は眼球を傷つける可能性が 

           あるので、目をこすらず、直ちに多量の清浄水で１５分以上 

           洗眼する。 

           洗顔中は、まぶたを十分開き、あらゆる部位まで水がいきわた 

           るようにする。目に異物感があれば、直ちに専門医の手当を受 

           ける。 

 皮膚に付着した場合：粉末の場合は、清浄水で十分に洗い流す。 

           溶融物が付着した場合には、衣服の上から大量の水をかけ、 

           十分に冷却し、衣服を脱がせ、専門医の手当を受ける。 

 吸入した場合   ：高温の溶融樹脂から発生するガスをひどく吸入した時は、 

           直ちに患者を毛布等で包んで、新鮮な空気のある場所に移し、 

           安静にさせる。 

           そして、直ちに専門医の手当を受ける。 

 飲み込んだ場合  ：大量の清浄水を飲ませてから、指を差し込んで吐かせる。 

           その後、専門医の判断を仰ぐ。 

 

⑤火災時の処置 
 消火方法：一般火災と同様、燃焼源を絶ち、多量の水または消火剤で消火する。 

      消火作業は風上から行い、呼吸保護具を着用する。 

 消火剤 ：大量の水・泡消火剤・粉末消火剤。 

 

⑥漏出時の処置 

  掃きとり、回収または廃棄する。排水系などの水面へ漏出した場合は、魚類・鳥類 

 等に悪影響もあることから、全て回収する。 

 

⑦取扱および保管上の注意 
 取扱：火気厳禁とする。被包装物によっては気泡の跡が付着する可能性がありますので 

    ご相談下さい｡ 

 保管：火気厳禁とする。また、風雨・直射日光を避け、常温で貯蔵する。 

 

⑧暴露防止措置 
   管理濃度：未設定。 
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   許容濃度：未設定。 
 

⑨物理／化学的性質 
   外観   ：多数の気泡状膨出部を有する、透明なピンク色のシート。 

   融点   ：１００～１３５℃。 

   見かけ比重：０．０１～０．０６ 

   溶解度  ：水に不溶。 
 

⑩危険性情報 
   可燃性      ：あり。 

   引火点      ：２００℃以上。 

   発火点      ：３５０℃以上。 

   自己反応性・揮発性：なし。 

   安定性・反応性  ：一般的な取扱・貯蔵において安定であり、反応性なし。 

 

⑪有害性情報 

化学名 ポリエチレン 
グリセリン 
脂肪酸 
エステル 

皮膚腐食性 なし なし 

刺激性 なし なし 

急性毒性 ポリエチレンの生体に対する影響をみると､
ラットの経口投与によるＬＤ50 算定が試み
られたが、７．９５ｇ／ｋｇ以上の投与は実
験操作上困難であり、またこの７．９５ｇ／ｋ
ｇの投与量では、なんら毒性の兆候は見ら
れず、体重増加も正常であり、組織病理
学的検査でも異常は認められない。 

実際に投与

できる量で

は毒性を示

さない 

慢性毒性 データなし データなし 

癌原性 
ＩＡＲＣのグループ３（ヒトに対する
発癌性は評価できない） 

データなし 

変異原性 データなし データなし 

生殖毒性 データなし データなし 

催奇形性 データなし データなし 

 

⑫環境影響情報 
 データはないが、鳥類・魚類が摂取する可能性があるため、いかなる海洋や水域でも、 

投棄してはならない。 

 

 

 

ポリエチレン 
原料について 
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⑬廃棄上の注意 
 一般的に廃棄物は、焼却または埋め立てによって処理する。処理にあたっては、 

 「環境基本法」および「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に従って処理する。 

 細部については、各地方自治体で定められた条例に従って処理する。 

 汚れの少ない物は、マテリアルリサイクルも可能である。 

 

⑭輸送上の注意 
 タバコの火、溶接の火花等の着火源のない、風通しのよい場所で荷役作業を行う。 

 積み荷の近くは、火気厳禁とする。梱包材が破れないように、丁寧に取り扱う。 

 汚れ、水濡れにも注意する。 

 

⑮適用法令 
   消防法  ：指定可燃物（合成樹脂類）３０００㎏ 

   食品衛生法：器具、容器包装の規格試験 厚生省告示第３７０号 

   その他  ：ポリオレフィン等衛生協議会自主規制基準 

   ＰＲＴＲ法：該当なし 

 

 

記載内容は情報提供であって、保証するものでは 

ありません。 
また、注意事項は通常の取扱を前提としたものなので、これらを参考にして、自らの責

任において、個々の取扱において適切な安全対策・適切な処置をとられますよう、お願

いいたします。 




